
 

 

「『国際金融都市・東京』構想に関する有識者懇談会」設置要綱 

 

 

令和２年１１月１７日制定  ２戦戦特第５３６号 

 

（名称） 

第１条 本会は、「国際金融都市・東京」構想に関する有識者懇談会（以下、「懇談会」

という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 懇談会は、平成 29 年 11 月に都が策定した「国際金融都市・東京」構想の改

訂に向け、国際金融の有識者等から多様な意見を聴取し、中期的な観点から、必要

となる施策の抜本的な検討を行うことを目的に設置する。 

 

（組織） 

第３条 懇談会は、別紙の懇談会構成員（以下、「構成員」という。）をもって組織する。 

２ 懇談会には座長を置き、構成員の互選により定める。 

３ 座長は懇談会を代表し、会務を総理する。 

 

（懇談会） 

第４条 懇談会は、座長が招集する。 

２ 懇談会は、必要があると認めるときは、構成員以外の者を会議に出席させ、意見

等を求めることができる。 

３ 懇談会の資料及び議事録については、原則として公開とし、座長が必要と認める

場合に限り、その全部又は一部を非公開とすることができる。 

 

（構成員の責務） 

第５条 知事及び副知事を除く構成員は、職務上知り得た秘密を第三者に開示又は漏

えいしてはならず、懇談会の議論以外の目的に使用してはならない。 

２ 前項の責務は、構成員の職務を退いた後も同様とする。 

 

（報償及び費用弁償） 

第６条 知事及び副知事を除く構成員のうち、実際に懇談会に出席した者（オンライ

ンでの参加を含む）に対しては、都の基準により定める報酬を支払うことができる。 

２ 知事及び副知事を除く構成員に対して、実費弁償として旅費を支給することがで

きる。ただし、近接地内については支給対象としない。 

資料３ 



 

 

 

（事務局） 

第７条 懇談会の庶務は、戦略政策情報推進本部戦略事業部特区・戦略事業推進課に

おいて処理する。 

 

（雑則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、懇談会の運営に必要な事項は座長が別に定め

る。 

 

附  則 

この要綱は、令和２年１１月１７日から施行する。 

 



 

 

（別紙） 

 

 

「『国際金融都市・東京』構想に関する有識者懇談会」構成員 

 

 

東京都知事 小池 百合子 

東京都副知事 宮坂 学 

明治大学 名誉教授 市川 宏雄 

お金のデザイン研究所 所長 加藤 康之 

渥美坂井法律事務所・外国法共同事業 弁護士 鈴木 由里 

アーカス・リサーチ・リミテッド 代表 Peter Tasker 

独立行政法人 日本貿易振興機構 理事 仲條 一哉 

一般社団法人 東京国際金融機構 会長 中曽 宏 

フューチャー 株式会社 取締役 山岡 浩巳 
  

 


